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烏山区民センター運営協議会  令和８年度事業始動

５
月
２３
日
「
寄
席
か
ら
す
や
ま
亭
」
の
開
幕
で
す

令
和
８
年
度
最
初
の
行
事
で
す
。

太
神
楽
の
丸
一
花
仙
さ
ん
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
で
作
る
切
り
絵
の
で
き
た
く
ん
、
最
後
は
三

遊
亭
楽
生
師
匠
の
落
語
”紺
屋
高
尾
“で
笑
い
と

共
に
し
っ
か
り
聞
か
せ
て
く
れ
る
さ
す
が
で
す
。

今
回
も
満
員
の
客
席
は
笑
い
に
包
ま
れ
て
、

楽
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
で
、
い
つ
も
の
所
で
寄
席
気
分
を
味
わ

う
と
は
何
よ
り
と
、
私
達
も
来
場
者
の
皆
さ
ん

の
笑
顔
に
満
足
で
し
た
。

６
月
に
は
「
か
ら
す
や
ま
民
謡
祭
り
」、「
花

の
寄
せ
植
え
講
座
」
と
続
き
、
一
年
間
の
行
事

に
忙
し
く
な
り
ま
す
。
令
和
８
年
も
沢
山
の
行

事
を
お
届
け
出
来
る
よ
う
に
、
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

運
営
協
議
会
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
利
用

者
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
希
望
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
地
域
の
居
場
所
づ
く
り
に
が
ん
ば
っ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

烏
山
区
民
セ
ン
タ
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運
営
協
議
会
運
営
委
員
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範
子
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烏山区民センター運営協議会の役割

運営協議会委員名　任期：令和7年4月1日～令和9年3月31日

運営協議会事務局員名

地域住民、地域活動団体、
区民センター利用団体、
個人利用、法人など

運協事務局
局長
次長
事務局員

運営委員

事業企画部広報部

運営委員

総務部

運営委員

運営委員会

運営委員

役員会
正副会長

正副運営委員長
各部正副部長

総会（臨時総会）

運営協議会全委員

烏山区民センター運営協議会
組織図および構成員

会長 田中　省一 ※

副会長（事業企画部長） 藤髙　　洋 ※

会計（総務部） 吉村　裕子 ※

会計（総務部副部長） 宮本　幸子 ※

監事 舩川　長子 ※

相談役 甲斐圓治郎
運営委員長 千葉　範子 ※

副運営委員長（総務部長）阿部　純子 ※

広報部長 木邨　鶴恵 ※

広報部副部長 宿輪　幹也 ※

事業企画部副部長 佐藤　悦子 ※

事務局長 礒野　広文
事務局次長 花房　千里
事務局次長 髙橋　光春
事務局次長 坂本　晃一
事務局員 ５名

広報部 布目　　茂
事業企画部 斉藤　房子
事業企画部 水島　成士
事業企画部 塩川　　弘
事業企画部 丸貴　靜香
事業企画部 野村　敏宏
事業企画部 倉田　義和
事業企画部 林　　　和
事業企画部 小林　勍子

ほか委員　15名
※印は、役員会構成員

烏山区民センター運営協議会 会長　田中　省一

　烏山区民センター運営協議会は、本年度29周年、来年は大きな節目となる30周年を迎えます。私も会長と
して４年目となり年ごとに重責を感じているところです。
　運営協議会では、センターを利用して頂いている皆様の発表の場として「文化祭」を始め、お子様には「お年
寄りに学ぶつどい」「ファミリーシアター」「移動プラネタリウム」なども毎回人気の事業となっております。
文化の発信として「講演会」「お琴の演奏会」「花の寄せ植え講座」。他にも「民謡まつり」「寄席からすやま亭」

「うたごえ喫茶ともしび」など皆さんにお楽しみいただける事業も展開しております。これらを通して、甲斐前
会長が口にしていらした、〇地域の絆を大切に、〇子どもたちは地域で育てよう、〇楽しく活動しよう、この
ことを忘れずに、烏山区民センターが皆様方の交流の場、絆づくりの場としての役割を果たせるよう運営委員
一同頑張ってまいる所存です。引き続き皆様方のより一層のご理解、ご協力をお願い申し上げます。

※�田中前局長が３月に異動（成城ホール）
し、坂本次長（新任）は4月から配属
となりました。
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寄席からすやま亭
5月23日（土）

お馴染みの三遊亭楽生師匠をお招きしました。つかみで

は、「からすやま」をネタに会場は笑いの渦にまきこまれ、

太神楽の丸一花仙さん、芸人できたくんのパフォーマンス

にも「楽しかった」という感想が寄せられました。

第17回 からすやま民謡まつり
6月6日（土）

6月6日、区民会館ホールにて「第17回からすやま民謡まつ

り」を開催し、154名もの皆様にご来場いただきました。

当日は、歌手の稲庭 淳さんと米谷社中の皆様をお迎えし、

長く受け継がれてきた民謡の魅力を存分に味わえる舞台

が繰り広げられました。

力強くも温かい歌声が会場いっぱいに響き渡り、終始なご

やかな雰囲気につつまれた、心温まる催しとなりました。

令 事８ 活和 業年 動度 報 告の
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俳句、短歌、詩など、運営協議会広報部までお送りください。 FAX 03-5313-0009投稿
募集！

令和8年度に運営協議会が企画した事業計画に基づ

く各事業の取組み状況および本年7月以降の事業実

施予定は、以下の通りです。

イベントカレンダー

▲

移動プラネタリウム観覧会（7月） 開催

▲

令和8年度 おとしよりに学ぶつどい（10月） 開催予定

▲

第26回 烏山区民センター文化祭（10月） 開催予定

▲

朗読会（11月） 開催予定

▲

うたごえ喫茶「ともしび」（11月） 開催予定

▲

第50回 桐の会演奏会（11月） 開催予定

▲

花の寄せ植え講座（冬）（12月） 開催予定

▲

第27回 烏山ファミリーシアター（12月） 開催予定

▲

利用者懇談会（12月） 開催予定

▲

宇野千代に関する講演会（仮称）（1月） 開催予定

▲

第41回 若返り桃まつり（3月） 開催予定

※7月以降の事業については予定の為、変更の可能性があります。

◆
烏
山
俳
句
会（
モ
ズ
の
会
）◆

　

鯉
丸
く
矢
車
の
音
風
の
村	

（
松
原
）	

佐
場　

政
雄

　

五
月
雨
の
読
書
誘
ふ
昼
寝
床	

（
南
烏
山
）	

大
草　

桃
恵

　

寝
坊
せ
ば
糠
蚊
か
き
わ
け
遊
歩
道	

（
南
烏
山
）	

山
口　

信
子

　

海
峡
を
釣
り
堀
に
し
た
新
商
売	

（
南
烏
山
）	

石
黒　

久
晴

　

昼
寝
覚
め
一
人
座
敷
に
残
さ
れ
て	

（
下
高
井
戸
）	森
下　

昭
子

　

艪
が
動
き
水
面
の
あ
や
め
渦
と
消
え	

（
粕
谷
）	

古
川　

初
音

　

昼
顔
や
馬
の
尿
の
な
が
き
こ
と	

（
赤
堤
）	

源　
　

順
一

◆
「
春
耕
」
烏
山
句
会
　
杉
阪
大
和 

選
◆

　

昨
日
よ
り
今
日
の
伸
び
し
ろ
今
年
竹	

（
松
原
）	

田
村　

富
子

　

葉
桜
は
葉
桜
の
ま
ま
ま
ま
が
い
い	

（
南
烏
山
）	

深
川　

晴
美

　

金
継
ぎ
の
湯
呑
に
新
茶
雫
ま
で	

（
上
祖
師
谷
）	塩
野　

尚
美

　

葉
桜
や
吾
妻
言
問
桜
橋	

（
北
烏
山
）	

中
嶋　

正
樹 

　

み
ち
の
く
の
列
車
待
つ
間
の
夏
炉
か
な	

（
南
烏
山
）	

布
谷　

洋
子

　

卒
業
子
祖
父
の
上
着
に
腕
通
し	

（
北
烏
山
）	

小
島　

文
子

　

紙
風
船
乾
き
し
音
を
飛
ば
し
け
り	

（
北
烏
山
）	

竹
花
美
代
惠

花の寄せ植え講座（夏）
ハーブ寄せ植え

6月18日（木）

BUDDY（烏山）の田﨑講師を迎えハーブの寄せ植え

講座を開催。爽やかな香りに包まれ素敵な作品が並

びました。

令 事８ 活和 業年 動度 報 告の

ハーブの種類
・セージ	 	 	
・タイム	 	 	
・バジル	 	 	
・ミント	 	 	
・ラベンダー
・ローズマリー

「ぱねっとからすやま」は、地域の諸団体や烏山区民センターの利用団体の代表者で構成される烏山区民センター運営協議会が
編集・発行しています。ご意見・ご要望などは、同協議会☎3326-3511までお寄せください。
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